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「安全工学グループ」の	
設立について
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安全工学グループ　代表
デンカ株式会社　特任嘱託

最近の化学産業等での事故多発には “産業、
社会、教育” における変化に起因する安全の
意識・知識・技術・技能の弱体化が背景にあ
ると指摘されています。また、企業の海外展
開や社会におけるコンピューター利用の進展
など産業界を含む社会全体が大きく変化して
きております。これらの変化に対応する新た
な安全課題も提起され始めており、“広い視
点” に立った “安全活動の創造” が求められて
います。

安全に関する科学及び技術の系統的な知識
体系を踏まえて、専門家の立場より国民の安
全・安心のために活動している「安全工学会」、

「総合安全工学研究所」、「災害情報センター」、
「保安力向上センター」の 4 機関が、“産業、
社会、教育” における安全への意識・知識・
技術・技能の更なる向上を図ることを目的に

「安全工学グループ」を平成 28 年 6 月 1 日
に設立し活動を開始いたしました。

安全に関する各方面からの多様な要望を受
付・整理して、課題設定と対応を行いますが、
当面、次の活動をスタートさせます。
1．�安全に関する “幅広い相談窓口”の機能を
担います。

「相談窓口」は総合安全工学研究所※ 1 とし、

相談課題は 4 機関が連携し担当。4 機関の機
能を超える課題は適切な “学会や専門家” を
紹介する。
2．�社会変化に対応する “新たな安全課題”に
も取り組みます。

企業における “現場力の低下” 等に対応す
る「安全教育」に取り組む。また、企業活動
の “海外展開” や経済の “グローバル化” に寄
与する安全活動を探索し、更に “ビッグデー
ター・AI” を利用した安全レベルの向上を検
討する。
3．�安全の “分野別専門家”の情報整理と育成
を図ります。

4 機関を含む安全関係者を専門別に整理・
登録する。新たな登録希望者の自薦・他薦も
受付ける。「安全関連の講演会等」を主催・
共催・支援し、安全関連の人材を育成する。

4 機関は「安全工学グループ」としての連
携活動を行うと共に、各機関の既存活動の枠
をこえて補完し合い、社会や国際情勢の変化
に対応する新たな安全活動の展開をもたらす
ことも期待しています。現在は 4 機関にて
のスタートですが、本グループの活動に関心
を持つ機関の参画を歓迎いたします。
※ 1：http://www.i-s-l.org/contact/


